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【
公
布
さ
れ
た
条
例
等
の
あ
ら
ま
し
】

●

知
事
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
四
十
六
号
）

一

給
料
月
額
に
つ
い
て
、
令
和
四
年
四
月
か
ら
令
和
五
年
三
月
ま
で
の
間
、
知
事
に
あ
っ
て
は
百
分

の
二
十
五
を
、
副
知
事
に
あ
っ
て
は
百
分
の
十
を
、
常
勤
の
監
査
委
員
に
あ
っ
て
は
百
分
の
五
を
、

企
業
局
長
に
あ
っ
て
は
百
分
の
五
を
減
じ
た
額
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

二

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

●

徳
島
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
四
十
七
号
）

一

自
動
車
税
の
環
境
性
能
割
に
つ
い
て
、
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
納
税
申
告
書
の
提
出
を

行
う
場
合
に
は
、
証
紙
に
代
え
て
、
環
境
性
能
割
額
に
相
当
す
る
現
金
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
と
し
た
。

二

自
動
車
税
の
種
別
割
に
つ
い
て
、
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
自
動
車
の
新
規
登
録
の
申
請

を
行
い
、
併
せ
て
納
税
申
告
書
の
提
出
を
行
う
場
合
に
お
け
る
徴
収
の
方
法
の
特
例
を
定
め
る
こ
と

と
し
た
。

三

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

四

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
一
月
四
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
三
の
一
部
に
つ
い

て
は
、
同
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

●

徳
島
県
控
除
対
象
特
定
非
営
利
活
動
法
人
を
定
め
る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
（
条
例
第
四
十
八
号
）

一

徳
島
県
控
除
対
象
特
定
非
営
利
活
動
法
人
を
定
め
る
条
例
は
、
廃
止
す
る
こ
と
と
し
た
。

二

こ
の
条
例
は
、
令
和
三
年
十
二
月
二
十
二
日
又
は
こ
の
条
例
の
公
布
の
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
か

ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

●

徳
島
県
青
少
年
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
四

十
九
号
）

一

徳
島
県
青
少
年
セ
ン
タ
ー
の
位
置
を
徳
島
市
寺
島
本
町
西
一
丁
目
に
変
更
す
る
こ
と
と
し
た
。

二

徳
島
県
青
少
年
セ
ン
タ
ー
に
新
た
に
設
け
る
施
設
の
利
用
料
金
の
基
準
額
を
定
め
る
こ
と
と
し
た

。
三

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

四

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

●

徳
島
県
県
土
整
備
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
五
十
号
）

一

認
定
長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
に
基
づ
く
建
築
に
係
る
住
宅
の
容
積
率
の
特
例
の
許
可
の
申
請

に
対
す
る
審
査
に
係
る
手
数
料
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

二

そ
の
他
所
要
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

三

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
二
月
二
十
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

●

都
市
計
画
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
五
十
一
号
）

一

市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る
開
発
許
可
の
立
地
基
準
に
つ
い
て
、
災
害
危
険
区
域
等
を
除
く
と
と

も
に
、
市
街
化
区
域
に
隣
接
等
を
す
る
土
地
の
区
域
を
知
事
が
指
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

二

市
街
化
調
整
区
域
の
う
ち
開
発
許
可
を
受
け
た
土
地
以
外
の
土
地
に
お
け
る
建
築
等
の
許
可
の
基

準
に
つ
い
て
、
災
害
危
険
区
域
等
を
除
く
こ
と
と
し
た
。

三

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

●

徳
島
県
収
入
証
紙
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
五
十
二
号
）

一

証
紙
に
よ
る
収
入
の
方
法
に
よ
り
徴
収
す
る
歳
入
の
う
ち
、
納
付
す
る
者
の
利
便
性
及
び
事
務
処



理
の
効
率
性
を
勘
案
し
て
規
則
で
定
め
る
場
合
は
、
当
該
方
法
に
よ
ら
な
い
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と

し
た
。

二

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
一
月
四
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

●

徳
島
県
警
察
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
五
十
三
号
）

一

ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
所
持
の
許
可
及
び
当
該
許
可
の
更
新
の
申
請
に
対
す
る
審
査
に
係
る
手
数
料
を
定

め
る
こ
と
と
し
た
。

二

ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
取
扱
い
に
関
す
る
講
習
会
の
開
催
に
係
る
手
数
料
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

三

ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
射
撃
練
習
を
行
う
資
格
の
認
定
の
申
請
に
対
す
る
審
査
に
係
る
手
数
料
を
定
め
る

こ
と
と
し
た
。

四

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
三
月
十
五
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

五

二
に
つ
い
て
、
所
要
の
経
過
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
た
。

●

徳
島
県
青
少
年
セ
ン
タ
ー
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
規
則
第
五
十
五
号
）

一

徳
島
県
青
少
年
セ
ン
タ
ー
の
利
用
の
許
可
の
申
請
手
続
を
改
め
る
こ
と
と
し
た
。

二

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
等
の
利
用
料
金
の
基
準
額
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

三

ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ト
等
の
利
用
料
金
の
収
受
の
時
期
及
び
方
法
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

四

そ
の
他
所
要
の
整
理
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

五

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

●

都
市
計
画
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
規
則
第
五
十
六
号
）

一

市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る
開
発
許
可
の
立
地
基
準
に
つ
い
て
、
災
害
危
険
区
域
等
か
ら
除
外
す

る
土
地
の
区
域
の
基
準
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

二

市
街
化
調
整
区
域
の
う
ち
開
発
許
可
を
受
け
た
土
地
以
外
の
土
地
に
お
け
る
建
築
等
の
許
可
の
基

準
に
つ
い
て
、
所
要
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

三

そ
の
他
所
要
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

四

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

五

一
に
つ
い
て
、
所
要
の
経
過
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
た
。

●

徳
島
県
収
入
証
紙
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
規
則
第
五
十
七
号
）

一

証
紙
に
よ
る
収
入
の
方
法
に
よ
り
徴
収
す
る
歳
入
の
う
ち
、
当
該
方
法
に
よ
ら
な
い
こ
と
が
で
き

る
場
合
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

二

次
に
掲
げ
る
手
数
料
に
つ
い
て
、
証
紙
に
よ
り
徴
収
す
る
こ
と
と
し
た
。

１

ク
ロ
ス
ボ
ウ
講
習
会
受
講
手
数
料

２

ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
練
習
資
格
認
定
申
請
手
数
料

三

そ
の
他
所
要
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

四

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
三
月
十
五
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
一
に
つ
い
て
は

、
同
年
一
月
四
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。



知
事
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

知
事
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
七
年
徳
島
県
条
例
第
六
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
四
項
中
「
令
和
三
年
四
月
分
か
ら
令
和
四
年
三
月
分
ま
で
」
を
「
令
和
四
年
四
月
分
か
ら
令
和
五
年
三
月
分
ま
で
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

初
校

　

知
事
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

徳　

島　

県　

知　

事　
　
　
　
　

飯　
　
　
　
　

泉　
　
　
　
　

嘉　
　
　
　
　

門

徳
島
県
条
例
第
四
十
六
号



徳
島
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

徳
島
県
税
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
徳
島
県
条
例
第
三
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
条
の
二
十
九
中
「
規
則
で
定
め
る
通
知
書
に
よ
つ
て
あ
わ
せ
て
」
を
「
併
せ
て
」
に
改
め
る
。

第
四
十
九
条
第
一
項
中
「
次
項
」
を
「
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
環
境
性
能
割
の
」
を
「
前
項
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
環
境
性
能
割
の
」
に
、「
に
は
、
前
項
」
を
「
に
お

い
て
、
知
事
が
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え

る
。

2

環
境
性
能
割
の
納
税
義
務
者
は
、
法
第
百
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
環
境
性
能
割
額
を
納
付
す
る
場
合
に
お
い
て
、
法
第
七
百
四
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
七
百

六
十
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
地
方
税
関
係
手
続
用
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
、
か
つ
、
地
方
税
共
同
機
構
を
経
由
し
て
、
法
第
百
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
の
提
出

を
行
う
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
証
紙
に
代
え
て
、
当
該
環
境
性
能
割
額
に
相
当
す
る
現
金
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
十
三
条
の
七
中
「
次
条
」
を
「
第
五
十
三
条
の
八
」
に
改
め
、「
又
は
報
告
書
」
を
削
り
、「
押
印
を
」
の
下
に
「
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
又
は
知
事
が
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る

と
認
め
る
と
き
に
当
該
種
別
割
額
に
相
当
す
る
現
金
を
納
付
し
て
納
税
済
印
の
押
印
を
」
を
加
え
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
種
別
割
の
徴
収
の
方
法
の
特
例
）

第
五
十
三
条
の
七
の
二

種
別
割
の
納
税
者
が
、
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項

に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
新
規
登
録
の
申
請
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
法
第
七
百
四
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
七
百
六
十
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る

地
方
税
関
係
手
続
用
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
、
か
つ
、
地
方
税
共
同
機
構
を
経
由
し
て
、
法
第
百
七
十
七
条
の
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
の
提
出
を
行
う
と
き
は
、
前

条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
納
税
者
が
当
該
登
録
の
申
請
を
し
た
際
に
、
当
該
登
録
の
申
請
に
係
る
自
動
車
に
対
し
て
課
す
る
種
別
割
を
施
行
規
則
第
九
条
の
十
六
に
規
定
す
る
方

再
校

　

徳
島
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

徳　

島　

県　

知　

事　
　
　
　
　

飯　
　
　
　
　

泉　
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門

徳
島
県
条
例
第
四
十
七
号



法
に
よ
り
徴
収
す
る
も
の
と
す
る
。

第
五
十
三
条
の
十
五
第
三
項
第
二
号
ロ
及
び
第
五
十
三
条
の
十
六
第
三
項
第
二
号
ロ
中
「
証
紙
徴
収
の
方
法
」
の
下
に
「
又
は
第
五
十
三
条
の
七
の
二
に
規
定
す
る
方
法
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
一
月
四
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
十
条
の
二
十
九
の
改
正
規
定
は
、
同
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

初
校



徳
島
県
控
除
対
象
特
定
非
営
利
活
動
法
人
を
定
め
る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

徳
島
県
控
除
対
象
特
定
非
営
利
活
動
法
人
を
定
め
る
条
例
（
平
成
二
十
八
年
徳
島
県
条
例
第
六
十
九
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

附

則

1

こ
の
条
例
は
、
令
和
三
年
十
二
月
二
十
二
日
又
は
こ
の
条
例
の
公
布
の
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
か
ら
施
行
す
る
。

2

廃
止
前
の
徳
島
県
控
除
対
象
特
定
非
営
利
活
動
法
人
を
定
め
る
条
例
本
則
の
表
に
掲
げ
る
法
人
で
あ
っ
て
、
令
和
三
年
十
二
月
二
十
二
日
前
に
徳
島
県
税
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
徳
島

県
条
例
第
三
十
一
号
）
第
二
十
条
の
七
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
寄
附
金
を
受
け
入
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

初
校

　

徳
島
県
控
除
対
象
特
定
非
営
利
活
動
法
人
を
定
め
る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

徳　

島　

県　

知　

事　
　
　
　
　

飯　
　
　
　
　

泉　
　
　
　
　

嘉　
　
　
　
　

門

徳
島
県
条
例
第
四
十
八
号



徳
島
県
青
少
年
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

徳
島
県
青
少
年
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
八
年
徳
島
県
条
例
第
四
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
あ
わ
せ
て
」
を
「
併
せ
て
」
に
、「
徳
島
町
城
内
」
を
「
寺
島
本
町
西
一
丁
目
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
一
号
中
「
体
育
室
」
を
「
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ト
」
に
改
め
、
同
条
中
第
七
号
を
削
り
、
第
八
号
を
第
七
号
と
す
る
。

第
五
条
第
一
号
中
「
第
八
号
」
を
「
第
七
号
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
二
水
曜
日
及
び
」
を
削
る
。

第
七
条
第
一
項
た
だ
し
書
及
び
同
項
の
表
を
削
る
。

別
表
そ
の
一
中
「
体
育
室
等
」
を
「
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ト
等
」
に
改
め
、
同
そ
の
一
の
表
の
部
分
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

区

分

単

位

基

準

額

青

少

年

青

少

年

以

外

の

者

午
前

三
、
九
二
○
円

七
、
八
五
○
円

ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ト

午
後

五
、
二
三
○
円

一
○
、
四
七
○
円

夜
間

四
、
七
一
○
円

九
、
四
二
○
円

午
前

三
、
六
○
○
円

七
、
二
○
○
円

大
会
議
室

午
後

四
、
八
○
○
円

九
、
六
○
○
円

夜
間

四
、
三
二
○
円

八
、
六
四
○
円

再
校

　

徳
島
県
青
少
年
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日
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門

徳
島
県
条
例
第
四
十
九
号



午
前

一
、
二
○
○
円

二
、
四
○
○
円

小
会
議
室

午
後

一
、
六
○
○
円

三
、
二
○
○
円

夜
間

一
、
四
四
○
円

二
、
八
八
○
円

午
前

四
七
○
円

九
四
○
円

講
師
控
室

午
後

六
二
○
円

一
、
二
五
○
円

夜
間

五
六
○
円

一
、
一
三
○
円

午
前

二
、
一
四
○
円

四
、
二
九
○
円

音
楽
室
・
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ

午
後

二
、
八
六
○
円

五
、
七
二
○
円

夜
間

二
、
五
七
○
円

五
、
一
五
○
円

午
前

一
、
七
八
○
円

三
、
五
六
○
円

和
室

午
後

二
、
三
五
○
円

四
、
七
一
○
円

夜
間

二
、
○
九
○
円

四
、
一
九
○
円

デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ジ
オ

一
時
間
（
一
時

間
未
満
の
端
数

は
、
一
時
間
と

し
て
計
算
す

る
。）
に
つ
き

五
五
○
円

一
、
一
○
○
円

調
理
台
そ
の
他
規
則
で
定
め
る
設
備
及
び
用
具

規
則
で
定
め
る
額

別
表
そ
の
一
の
表
の
備
考
第
一
項
中
「
、
第
三
項
及
び
第
四
項
」
を
「
及
び
次
項
」
に
改
め
、
同
備
考
中
第
二
項
を
削
り
、
第
三
項
を
第
二
項
と
し
、
第
四
項
を
削
り
、
同
備
考
第
五
項

中
「
及
び
前
三
項
」
を
「
及
び
前
項
」
に
、「
又
は
前
三
項
」
を
「
又
は
同
項
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
及
び
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

大
会
議
室
の
床
面
積
の
三
分
の
一
を
利
用
す
る
場
合

三
分
の
一

二

大
会
議
室
の
床
面
積
の
三
分
の
二
を
利
用
す
る
場
合

三
分
の
二

別
表
そ
の
一
の
表
の
備
考
中
第
五
項
を
第
三
項
と
し
、
同
備
考
第
六
項
中
「
午
前
九
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で
の
間
に
お
い
て
、」
を
削
り
、
同
項
を
同
備
考
第
四
項
と
し
、
同
備
考
第
七

項
を
削
り
、
同
備
考
第
八
項
中
「（
イ
ン
ド
ア
運
動
場
に
あ
つ
て
は
、
午
後
十
一
時
）」
を
削
り
、
同
項
を
同
備
考
第
五
項
と
し
、
同
表
そ
の
二
中
「
に
つ
き
三
百
十
円
」
を
「（
一
時
間
未

満
の
端
数
は
、
一
時
間
と
し
て
計
算
す
る
。
以
下
同
じ
。）
に
つ
き
三
百
十
円
」
に
改
め
、
同
表
そ
の
三
中
「
健
康
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
」
を
「
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
」
に
改
め
、
同
表
そ
の

四
を
削
る
。

再
校



附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

初
校



徳
島
県
県
土
整
備
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

徳
島
県
県
土
整
備
関
係
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
徳
島
県
条
例
第
四
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
の
三
十
三
の
二
の
項
中
「
第
三
項
」
を
「
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
の
1
中
「
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
四
項
各
号
に
掲
げ
る
措
置
の
う
ち
」

及
び
「
第
三
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
評
価
方
法
基
準
へ
の
適
合
を
要
件
と
す
る
部
分
に
つ
い
て
同
法
」
を
削
り
、「
そ
の
適
合
を
証
す
る
書
類
」
を
「
同
法
第
六
条
の
二
第
三
項
又
は

第
四
項
の
規
定
に
よ
り
住
宅
の
構
造
及
び
設
備
が
長
期
使
用
構
造
等
で
あ
る
旨
を
記
載
し
た
書
面
又
は
住
宅
性
能
評
価
書
」
に
、「
適
合
証
」
を
「
確
認
書
等
」
に
改
め
、
同
表
の
三
十
三

の
四
の
項
中
「
伴
う
場
合
」
の
下
に
「
及
び
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
区
分
所
有
住
宅
の
管
理
者
等
の
選
任
の
み
に
伴
う
場
合
」
を
加
え
、
同
項
の
2
中
「
適
合
証
」
を
「
確
認
書
等
」
に

改
め
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

三
十
三
の
四
の
二

長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
住
宅
の
容
積
率

に
関
す
る
特
例
の
許
可
の
申
請
に
対
す
る
審
査

十
六
万
円

附

則

1

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
二
月
二
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

2

こ
の
条
例
の
施
行
の
日
前
に
交
付
の
申
請
が
さ
れ
た
同
条
例
に
よ
る
改
正
前
の
徳
島
県
県
土
整
備
関
係
手
数
料
条
例
別
表
第
一
の
三
十
三
の
二
の
項
に
規
定
す
る
適
合
証
は
、
こ
の
条

例
に
よ
る
改
正
後
の
徳
島
県
県
土
整
備
関
係
手
数
料
条
例
別
表
第
一
の
三
十
三
の
二
の
項
及
び
三
十
三
の
四
の
項
に
規
定
す
る
確
認
書
等
と
み
な
す
。

初
校

　

徳
島
県
県
土
整
備
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日
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門

徳
島
県
条
例
第
五
十
号



都
市
計
画
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

都
市
計
画
法
施
行
条
例
（
平
成
十
二
年
徳
島
県
条
例
第
五
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

政
令
第
二
十
九
条
の
九
各
号
に
掲
げ
る
土
地
の
区
域
（
規
則
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
土
地
の
区
域
を
除
く
。）
以
外
の
土
地
の
区
域

第
六
条
第
二
号
中
「
土
地
の
区
域
」
の
下
に
「
の
う
ち
、
知
事
が
指
定
す
る
土
地
の
区
域
」
を
加
え
る
。

第
九
条
中
「
建
築
物
は
、」
の
下
に
「
第
六
条
第
一
号
に
掲
げ
る
土
地
の
区
域
内
に
お
け
る
」
を
加
え
、
同
条
第
一
号
中
「
の
う
ち
建
築
物
に
係
る
も
の
」
を
「
に
準
ず
る
も
の
と
し
て

規
則
で
定
め
る
基
準
」
に
改
め
る
。

附

則

1

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

2

改
正
後
の
第
六
条
第
一
号
及
び
第
二
号
並
び
に
第
九
条
の
規
定
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
以
後
に
申
請
が
な
さ
れ
る
も
の
に
係
る
許
可
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

初
校

　

都
市
計
画
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日
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徳
島
県
条
例
第
五
十
一
号



徳
島
県
収
入
証
紙
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

徳
島
県
収
入
証
紙
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
徳
島
県
条
例
第
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
納
付
す
る
者
の
利
便
性
及
び
事
務
処
理
の
効
率
性
を
勘
案
し
て
規
則
で
定
め
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
一
月
四
日
か
ら
施
行
す
る
。

初
校

　

徳
島
県
収
入
証
紙
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

徳　

島　

県　

知　

事　
　
　
　
　

飯　
　
　
　
　

泉　
　
　
　
　

嘉　
　
　
　
　

門

徳
島
県
条
例
第
五
十
二
号



徳
島
県
警
察
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

徳
島
県
警
察
関
係
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
徳
島
県
条
例
第
六
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
の
四
十
三
の
項
中
「
銃
砲
又
は
」
を
「
銃
砲
等
又
は
」
に
改
め
、
同
項
の
1
中
「
基
づ
く
」
の
下
に
「
猟
銃
又
は
空
気
銃
の
所
持
の
」
を
加
え
、
同
項
の
2
中
「
同
時
に
他
の

同
項
」
を
「
同
時
に
他
の
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
四
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
中
2
を
3
と
し
、
1
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

2

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
所
持
の
許
可
を
現
に
受
け
て
い
る
者
に
対
す
る
同
号
の
規
定
に
基
づ
く
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
所

持
の
許
可
の
申
請
に
係
る
審
査

六
千
八
百
円
（
当
該
申
請
を
行
う
者
が
県
内
に
お
い
て
同
時
に
他
の
同
号
の
規
定
に
基
づ
く
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
所
持
の
許
可
の
申
請
を
行
う
場
合

に
お
け
る
当
該
他
の
同
号
の
規
定
に
基
づ
く
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
所
持
の
許
可
の
申
請
に
係
る
審
査
に
あ
っ
て
は
、
四
千
三
百
円
）

別
表
第
一
の
四
十
四
の
項
中
「
銃
砲
又
は
」
を
「
銃
砲
等
又
は
」
に
改
め
、
同
表
の
四
十
七
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

四
十
七

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
七
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
同
法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定

に
よ
る
猟
銃
若
し
く
は
空
気
銃
又
は
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
所
持
の
許
可
の
更
新
の
申
請
に
対
す
る
審
査

1

新
た
な
許
可
証
の
交
付
を
伴
う
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取

締
法
第
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
猟
銃
又
は
空

気
銃
の
所
持
の
許
可
の
更
新
の
申
請
に
係
る
審
査

七
千

二
百
円
（
当
該
申
請
を
行
う
者
が
県
内
に
お
い
て
同
時
に

他
の
同
項
の
規
定
に
基
づ
く
猟
銃
又
は
空
気
銃
の
所
持
の

許
可
の
更
新
の
申
請
を
行
う
場
合
に
お
け
る
当
該
他
の
同

項
の
規
定
に
基
づ
く
猟
銃
又
は
空
気
銃
の
所
持
の
許
可
の

初
校

　

徳
島
県
警
察
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

徳　

島　

県　

知　

事　
　
　
　
　

飯　
　
　
　
　

泉　
　
　
　
　

嘉　
　
　
　
　

門

徳
島
県
条
例
第
五
十
三
号



更
新
の
申
請
に
係
る
審
査
及
び
当
該
申
請
を
行
う
者
が
県

内
に
お
い
て
同
時
に
同
法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定

に
基
づ
く
猟
銃
又
は
空
気
銃
の
所
持
の
許
可
の
申
請
を
行

う
場
合
に
お
け
る
当
該
同
法
第
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
く
猟
銃
又
は
空
気
銃
の
所
持
の
許
可
の
更
新
の
申

請
に
係
る
審
査
に
あ
っ
て
は
、
四
千
八
百
円
）

2

新
た
な
許
可
証
の
交
付
を
伴
う
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取

締
法
第
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
ク
ロ
ス
ボ
ウ

の
所
持
の
許
可
の
更
新
の
申
請
に
係
る
審
査

七
千
二
百

円
（
当
該
申
請
を
行
う
者
が
県
内
に
お
い
て
同
時
に
他
の

同
項
の
規
定
に
基
づ
く
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
所
持
の
許
可
の
更

新
の
申
請
を
行
う
場
合
に
お
け
る
当
該
他
の
同
項
の
規
定

に
基
づ
く
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
所
持
の
許
可
の
更
新
の
申
請
に

係
る
審
査
及
び
当
該
申
請
を
行
う
者
が
県
内
に
お
い
て
同

時
に
同
法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
く
ク
ロ

ス
ボ
ウ
の
所
持
の
許
可
の
申
請
を
行
う
場
合
に
お
け
る
当

該
同
法
第
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
ク
ロ
ス
ボ

ウ
の
所
持
の
許
可
の
更
新
の
申
請
に
係
る
審
査
に
あ
っ
て

は
、
四
千
八
百
円
）

3

新
た
な
許
可
証
の
交
付
を
伴
わ
な
い
銃
砲
刀
剣
類
所
持

等
取
締
法
第
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
猟
銃
又

は
空
気
銃
の
所
持
の
許
可
の
更
新
の
申
請
に
係
る
審
査

六
千
八
百
円
（
当
該
申
請
を
行
う
者
が
県
内
に
お
い
て
同

時
に
他
の
同
項
の
規
定
に
基
づ
く
猟
銃
又
は
空
気
銃
の
所

持
の
許
可
の
更
新
の
申
請
を
行
う
場
合
に
お
け
る
当
該
他

の
同
項
の
規
定
に
基
づ
く
猟
銃
又
は
空
気
銃
の
所
持
の
許

初
校



可
の
更
新
の
申
請
に
係
る
審
査
及
び
当
該
申
請
を
行
う
者

が
県
内
に
お
い
て
同
時
に
同
法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の

規
定
に
基
づ
く
猟
銃
又
は
空
気
銃
の
所
持
の
許
可
の
申
請

を
行
う
場
合
に
お
け
る
当
該
同
法
第
七
条
の
三
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
く
猟
銃
又
は
空
気
銃
の
所
持
の
許
可
の
更
新

の
申
請
に
係
る
審
査
に
あ
っ
て
は
、
四
千
四
百
円
）

4

新
た
な
許
可
証
の
交
付
を
伴
わ
な
い
銃
砲
刀
剣
類
所
持

等
取
締
法
第
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
ク
ロ
ス

ボ
ウ
の
所
持
の
許
可
の
更
新
の
申
請
に
係
る
審
査

六
千

八
百
円
（
当
該
申
請
を
行
う
者
が
県
内
に
お
い
て
同
時
に

他
の
同
項
の
規
定
に
基
づ
く
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
所
持
の
許
可

の
更
新
の
申
請
を
行
う
場
合
に
お
け
る
当
該
他
の
同
項
の

規
定
に
基
づ
く
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
所
持
の
許
可
の
更
新
の
申

請
に
係
る
審
査
及
び
当
該
申
請
を
行
う
者
が
県
内
に
お
い

て
同
時
に
同
法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
く

ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
所
持
の
許
可
の
申
請
を
行
う
場
合
に
お
け

る
当
該
同
法
第
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
ク
ロ

ス
ボ
ウ
の
所
持
の
許
可
の
更
新
の
申
請
に
係
る
審
査
に
あ

っ
て
は
、
四
千
四
百
円
）

別
表
第
一
の
四
十
八
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

四
十
八
の
二

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
五
条
の
三
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
取
扱
い
に

関
す
る
講
習
会
の
開
催

1

現
に
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
四
条
第
一
項
第
一

号
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
て
ク
ロ
ス
ボ
ウ
を
所
持
し

て
い
る
者
に
対
す
る
講
習
会

三
千
円

2

そ
の
他
の
者
に
対
す
る
講
習
会

六
千
九
百
円

初
校



別
表
第
一
の
五
十
一
の
五
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

五
十
一
の
六

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
九
条
の
十
六
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
射
撃
練
習
を
行
う
資
格
の
認

定
の
申
請
に
対
す
る
審
査

九
千
三
百
円
（
当
該
申
請
を
行
う
者
が
県
内
に
お
い
て
同
時

に
他
の
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
九
条
の
十
六
第
一
項

の
規
定
に
基
づ
く
射
撃
練
習
を
行
う
資
格
の
認
定
の
申
請
を

行
う
場
合
に
お
け
る
当
該
他
の
同
項
の
規
定
に
基
づ
く
射
撃

練
習
を
行
う
資
格
の
認
定
の
申
請
に
係
る
審
査
に
あ
っ
て

は
、
五
千
六
百
円
）

附

則

1

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
三
月
十
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

2

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
六
十
九
号
。
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。）
附
則
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
改
正
法
に
よ
る
改
正
後

の
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号
）
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
者
及
び
改
正
法
附
則
第
三
条
第
三
項
の
受

講
者
に
対
す
る
改
正
後
の
別
表
第
一
の
四
十
八
の
二
の
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
1
中
「
三
千
円
」
と
あ
る
の
は
、「
六
千
九
百
円
」
と
す
る
。

再
校



徳
島
県
規
則
第
五
十
五
号

徳
島
県
青
少
年
セ
ン
タ
ー
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

徳
島
県
青
少
年
セ
ン
タ
ー
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

徳
島
県
青
少
年
セ
ン
タ
ー
管
理
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
徳
島
県
規
則
第
九
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
規
定
に
よ
り
体
育
室
等
（
条
例
別
表
そ
の
一
の
表
区
分
の
欄
に
掲
げ
る
施
設
及
び

同
表
そ
の
二
の
個
室
音
楽
室
並
び
に
別
表
第
一
そ
の
一
の
調
理
台
及
び
卓
球
台
Ａ
並
び
に
同
表
そ
の
二
の

表
区
分
の
欄
に
掲
げ
る
用
具
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
利
用
の
許
可
」
を
「
許
可
（
以
下
「
利
用
の
許

可
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
、
卓
球
台
若
し
く
は
ロ
ッ
カ
ー
又
は
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
、
パ
ー
ソ
ナ
ル

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
若
し
く
は
映
像
配
信
装
置
（
以
下
「
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
等
」
と
い
う
。
）
に
係
る
利
用
の

許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ジ
オ
と
併
せ
て
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
等
に
係
る
利
用
の
許
可

を
受
け
よ
う
と
す
る
者
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
二
条
第
二
項
中
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
体
育
室
等
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る

日
」
を
「
利
用
し
よ
う
と
す
る
日
（
そ
の
日
が
引
き
続
き
二
日
以
上
に
及
ぶ
と
き
は
、
そ
の
初
日
）
の
前

日
か
ら
起
算
し
て
六
月
前
（
青
少
年
以
外
の
者
が
利
用
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
五
月
前
）
の

日
の
属
す
る
月
の
初
日
」
に
改
め
、
同
項
各
号
を
削
る
。

第
三
条
中
「
条
例
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
」
及
び
「
（
以
下
「
利
用
の
許
可
」
と
い
う
。
）
」

を
削
る
。

第
五
条
中
第
二
項
を
削
り
、
第
三
項
を
第
二
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
別
表
第
三
」
を
「
別
表
第
二

」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
す
る
。

別
表
第
一
及
び
別
表
第
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
一
（
第
五
条
関
係
）

そ
の
一

設
備

基

準

額

区

分

単

位

青

少

年

青
少
年
以
外
の
者

一
台
一
人
一
時
間
（
一

時
間
未
満
の
端
数
は
、

調
理
台

一
時
間
と
し
て
計
算
す

二
〇
〇
円

四
一
〇
円

る
。
以
下
同
じ
。
）
に

つ
き

卓
球
台

一
台
一
人
一
時
間
に
つ

一
〇
〇
円

二
〇
〇
円

き



ロ
ッ
カ
ー

一
個
一
回
に
つ
き

三
〇
円

そ
の
二

用
具

基

準

額

区

分

単

位

青

少

年

青
少
年
以
外
の
者

ピ
ア
ノ

一
台
一
回
に
つ
き

八
三
〇
円

一
、
六
七
〇
円

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

一
台
一
回
に
つ
き

八
三
〇
円

一
、
六
七
〇
円

ス
ク
リ
ー
ン

一
台
一
回
に
つ
き

四
七
〇
円

九
四
〇
円

デ
ジ
タ
ル
ス
タ

ジ
オ
以
外
の
施

一
式
一
回
に
つ
き

八
三
〇
円

一
、
六
七
〇
円

設
に
お
い
て
利

マ
イ
ク

用
す
る
場
合

デ
ジ
タ
ル
ス
タ

ジ
オ
に
お
い
て

一
式
一
時
間
に
つ
き

二
七
〇
円

五
五
〇
円

利
用
す
る
場
合

デ
ジ
タ
ル
ス
タ

ジ
オ
以
外
の
施

一
台
一
回
に
つ
き

四
七
〇
円

九
四
〇
円

設
に
お
い
て
利

デ
ィ
ス
プ

用
す
る
場
合

レ
イ

デ
ジ
タ
ル
ス
タ

ジ
オ
に
お
い
て

一
台
一
時
間
に
つ
き

一
五
〇
円

三
一
〇
円

利
用
す
る
場
合

ブ
ル
ー
レ
イ
デ
ィ
ス
ク
プ
レ

一
台
一
回
に
つ
き

四
七
〇
円

九
四
〇
円

ー
ヤ
ー

ラ
ジ
オ
カ
セ
ッ
ト
レ
コ
ー
ダ

一
台
一
回
に
つ
き

四
七
〇
円

九
四
〇
円

ーポ
ー
タ
ブ
ル
ス
ピ
ー
カ
ー

一
台
一
回
に
つ
き

一
五
〇
円

三
一
〇
円



フ
ッ
ト
サ
ル
用
ゴ
ー
ル

一
組
一
回
に
つ
き

七
六
〇
円

一
、
五
二
〇
円

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
用
ゴ
ー

一
組
一
回
に
つ
き

七
六
〇
円

一
、
五
二
〇
円

ルビ
デ
オ
カ
メ
ラ

一
台
一
時
間
に
つ
き

一
五
〇
円

三
一
〇
円

パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

一
台
一
時
間
に
つ
き

一
〇
〇
円

二
〇
〇
円

映
像
配
信
装
置

一
式
一
時
間
に
つ
き

一
五
〇
円

三
一
〇
円

そ
の
他
知
事
が
別
に
定
め
る

一
台
一
回
等
に
つ
き

知
事
が
別
に
定
め
る
額

用
具

備
考

そ
の
二
の
表
に
お
い
て
「
一
回
」
と
は
、
午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で
、
午
後
一
時
か
ら
午
後
五

時
ま
で
又
は
午
後
六
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で
の
間
の
そ
れ
ぞ
れ
の
利
用
を
い
う
。

別
表
第
二
（
第
五
条
関
係
）

区

分

利
用
料
金
の
収
受
の
時
期
及
び
方
法

ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ト
、
大
会
議
室
、
小
会
議
室
、
講
師

利
用
の
許
可
書
を
交
付
す
る
際
、
現
金
に

控
室
、
音
楽
室
・
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ
、
和
室
、
デ
ジ

よ
り
収
受
す
る
。

タ
ル
ス
タ
ジ
オ
及
び
個
室
音
楽
室
、
調
理
台
並
び
に

別
表
第
一
そ
の
二
の
表
区
分
の
欄
に
掲
げ
る
用
具
（

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
等
に
あ
つ
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ジ

オ
と
併
せ
て
利
用
の
許
可
を
受
け
た
場
合
に
限
る
。

）
の
利
用
料
金

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
、
卓
球
台
及
び
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ

利
用
券
を
交
付
す
る
際
、
現
金
に
よ
り
収

等
（
デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ジ
オ
と
併
せ
て
利
用
の
許
可
を

受
す
る
。

受
け
た
場
合
を
除
く
。
）
の
利
用
料
金

ロ
ッ
カ
ー
の
利
用
料
金

利
用
の
開
始
の
際
、
現
金
に
よ
り
収
受
す

る
。

別
表
第
三
を
削
る
。

様
式
第
一
号
及
び
様
式
第
二
号
中
「第

５
条
第
３
項

」
を
「第

５
条
第
２
項

」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



徳
島
県
規
則
第
五
十
六
号

都
市
計
画
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

都
市
計
画
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

都
市
計
画
法
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
六
年
徳
島
県
規
則
第
四
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

十
九
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
条
例
第
六
条
第
一
号
の
規
則
で
定
め
る
基
準
）

第
十
九
条
の
二

条
例
第
六
条
第
一
号
の
規
則
で
定
め
る
基
準
は
、
別
表
第
一
の
二
の
上
欄
に
掲
げ
る
区

分
に
従
い
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
す
る
。

第
二
十
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
条
例
第
九
条
第
一
号
の
規
則
で
定
め
る
基
準
）

第
二
十
条
の
二

条
例
第
九
条
第
一
号
の
規
則
で
定
め
る
基
準
に
つ
い
て
は
、
前
条
及
び
別
表
第
二
に
定

め
る
基
準
の
例
に
よ
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
表
の
上
欄
中
「
開
発
行
為
」
と
あ
る
の
は
「
目
的

に
係
る
建
築
物
」
と
、
同
表
の
下
欄
中
「
開
発
区
域
」
と
あ
る
の
は
「
建
築
物
の
敷
地
」
と
、
同
表
の

条
例
第
八
条
第
五
号
に
規
定
す
る
開
発
行
為
（
一
戸
建
て
の
住
宅
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
の
項
の
六

中
「
開
発
行
為
」
と
あ
る
の
は
「
予
定
建
築
物
の
新
築
、
改
築
又
は
用
途
の
変
更
」
と
す
る
。

別
表
第
一
の
次
に
次
の
一
表
を
加
え
る
。

別
表
第
一
の
二
（
第
十
九
条
の
二
関
係
）

区
分

要

件

一

政
令
第

１

政
令
第
二
十
九
条
の
九
各
号
に
掲
げ
る
土
地
の
区
域
に
該
当
し
な
く
な
る
こ

二
十
九
条

と
が
決
定
し
て
い
る
こ
と
又
は
短
期
間
の
う
ち
に
該
当
し
な
く
な
る
こ
と
が
確

の
九
各
号

実
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
。

に
掲
げ
る

２

１
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
場
合
と
同
等
以
上
の
安
全
性
が
確
保
さ
れ
る

土
地
の
区

こ
と
。

域
二

政
令
第

１

土
砂
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
土
砂
災
害
防
止
法

二
十
九
条

第
八
条
第
一
項
第
二
号
の
避
難
施
設
そ
の
他
の
避
難
場
所
へ
の
確
実
な
避
難
が

の
九
第
四

可
能
で
あ
る
と
市
町
長
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

号
に
掲
げ

２

１
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
場
合
と
同
等
以
上
の
安
全
性
が
確
保
さ
れ
る

る
土
地
の

こ
と
。

区
域
（
土

砂
災
害
警

戒
区
域
等

に
お
け
る

土
砂
災
害



防
止
対
策

の
推
進
に

関
す
る
法

律
（
平
成

十
二
年
法

律
第
五
十

七
号
。
以

下
「
土
砂

災
害
防
止

法
」
と
い

う
。
）
第

九
条
第
一

項
の
土
砂

災
害
特
別

警
戒
区
域

を
除
く
。

）
三

政
令
第

１

水
防
法
施
行
規
則
（
平
成
十
二
年
建
設
省
令
第
四
十
四
号
）
第
二
条
第
二
号

二
十
九
条

、
第
五
条
第
二
号
及
び
第
八
条
第
二
号
に
規
定
す
る
浸
水
し
た
場
合
に
想
定
さ

の
九
第
六

れ
る
水
深
（
以
下
「
浸
水
し
た
場
合
に
想
定
さ
れ
る
水
深
」
と
い
う
。
）
が
、

号
に
掲
げ

三
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
こ
と
。

る
土
地
の

２

浸
水
し
た
場
合
に
想
定
さ
れ
る
水
深
等
か
ら
算
出
し
た
水
位
の
う
ち
、
最
も

区
域

高
い
水
位
よ
り
高
い
位
置
に
床
面
の
高
さ
が
あ
る
居
室
を
有
す
る
建
築
物
を
建

築
し
よ
う
と
す
る
こ
と
。

３

洪
水
、
雨
水
出
水
（
水
防
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
三
号
）
第
二

条
第
一
項
に
規
定
す
る
雨
水
出
水
を
い
う
。
）
又
は
高
潮
に
よ
る
浸
水
が
想
定

さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
同
法
第
十
五
条
第
一
項
第
二
号
の
避
難
施
設
そ
の
他

の
避
難
場
所
へ
の
確
実
な
避
難
が
可
能
で
あ
る
と
市
町
長
に
認
め
ら
れ
る
こ
と

。
４

２
及
び
３
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
と
同
等
以
上
の
安

全
性
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
。

別
表
第
二
の
条
例
第
八
条
第
三
号
に
規
定
す
る
開
発
行
為
の
項
の
下
欄
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

六

開
発
区
域
が
、
条
例
第
六
条
第
二
号
の
知
事
が
指
定
す
る
土
地
の
区
域
内
で
あ
る
こ
と
。

「

「

⑴
風
致
地
区

⑴
風
致
地
区

⑵
災
害
危
険
区
域

⑵
災
害
危
険
区
域
等

様
式
第
二
号
中

⑶
地
す
べ
り
防
止
区
域

を

に
改
め
、

⑷
砂
防
指
定
地



」

」

同
様
式
の
備
考
２
中
「こ

と

」
を
「こ

と
ま
た

「⑵
災
害
危
険
区
域
等

」の
括
弧
内
に
は

自
然
災

。
，

，

害
に
よ
り
危
害
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
指
定
を
受
け
て
い
る
区
域
の
名
称

を
記
載
す
る
こ
と

」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
改
正
後
の
別
表
第

一
の
二
の
三
の
項
１
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
第
二
条
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
、
「
第

二
条
第
四
号
」
と
す
る
。

３

知
事
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
後
五
年
を
経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
別

表
第
一
の
二
の
三
の
項
１
の
規
定
の
施
行
の
状
況
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と

き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。



徳
島
県
規
則
第
五
十
七
号

徳
島
県
収
入
証
紙
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

徳
島
県
収
入
証
紙
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

徳
島
県
収
入
証
紙
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
徳
島
県
規
則
第
二
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
証
紙
に
よ
る
収
入
の
方
法
に
よ
ら
な
い
場
合
）

第
二
条
の
二

条
例
第
二
条
た
だ
し
書
の
規
則
で
定
め
る
場
合
は
、
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の

推
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
又
は
徳
島
県
行
政
手
続

等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
七
年
徳
島
県
条
例
第
二
十
三
号
）
第

三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
申
請
、
届
出
そ
の
他
の
手
続
を
し
よ
う
と

す
る
者
が
、
当
該
手
続
に
係
る
使
用
料
又
は
手
数
料
を
納
付
す
る
場
合
と
す
る
。

別
表
第
一
徳
島
県
警
察
関
係
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
徳
島
県
条
例
第
六
十
四
号
）
の
項
第
四
百
八

十
五
号
及
び
第
四
百
八
十
六
号
中
「
銃
砲
刀
剣
類
所
持
許
可
申
請
手
数
料
」
を
「
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
の

所
持
許
可
申
請
手
数
料
」
に
改
め
、
同
項
第
四
百
八
十
七
号
及
び
第
四
百
八
十
八
号
中
「
銃
砲
刀
剣
類
」

を
「
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
」
に
改
め
、
同
項
第
四
百
八
十
九
号
及
び
第
四
百
八
十
九
号
の
二
を
次
の
よ
う

に
改
め
る
。

四
百
八
十
九

猟
銃
等
又
は
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
所
持
許
可
更
新
申
請
手
数
料

四
百
八
十
九
の
二

銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
の
所
持
許
可
認
知
機
能
検
査
手
数
料

別
表
第
一
徳
島
県
警
察
関
係
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
徳
島
県
条
例
第
六
十
四
号
）
の
項
第
四
百
九

十
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四
百
九
十
の
二

ク
ロ
ス
ボ
ウ
講
習
会
受
講
手
数
料

別
表
第
一
徳
島
県
警
察
関
係
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
徳
島
県
条
例
第
六
十
四
号
）
の
項
中
第
四
百

九
十
三
号
の
十
二
を
第
四
百
九
十
三
号
の
十
三
と
し
、
第
四
百
九
十
三
号
の
六
か
ら
第
四
百
九
十
三
号
の

十
一
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
四
百
九
十
三
号
の
五
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四
百
九
十
三
の
六

ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
練
習
資
格
認
定
申
請
手
数
料

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
三
月
十
五
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改

正
規
定
は
、
同
年
一
月
四
日
か
ら
施
行
す
る
。
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